
１２

　計画について詳しくは、市ウェ

ブサイト（総務課のページ）をご

覧ください（右図のＱＲコードか

らもアクセスできます）。

　
市
役
所
本
庁
舎
の
北
館
お
よ

び
別
館
は
建
設
か
ら
　
年
、
南

５０

館
は
　
年
が
経
過
し
、
耐
震
性

３６

能
の
不
足
や
建
物
の
老
朽
化
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
抱
え
て

い
ま
す
。
本
市
で
は
、
安
全
性

の
確
保
や
利
便
性
の
向
上
、
社

会
情
勢
の
変
化
な
ど
に
適
切
に

対
応
す
る
た
め
、
庁
舎
整
備
の

検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、「
富
田
林
市
庁
舎

整
備
基
本
計
画
」
を
策
定
し
ま

し
た
の
で
、
概
要
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　
な
お
、
本
計
画
の
策
定
に
あ

た
っ
て
は
、
学
識
経
験
者
や
市

内
の
各
団
体
代
表
者
、
一
般
公

募
に
よ
る
市
民
で
構
成
す
る
委

員
会
を
設
置
し
、
市
民
ア
ン

ケ
ー
ト
や
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
、
団
体
ヒ
ア
リ
ン
グ
な
ど
に

よ
り
、
広
く
市
民
の
皆
さ
ん
の

壁面のひび割壁面のひび割れれ

設備の古いトイ設備の古いトイレレ 浸水被浸水被害害

十分な広さのない窓十分な広さのない窓口口

意
見
を
伺
い
な
が
ら
検
討
し
ま

し
た
。

現
庁
舎
の
現
状
と
課
題

　
平
成
　
年
度
に
耐
震
調
査
を

２９

実
施
し
た
結
果
、
北
館
は
耐
震

性
能
が
低
く
、
大
規
模
地
震
発

生
時
に
は
倒
壊
ま
た
は
崩
壊
す

る
危
険
性
が
あ
る
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。

　
そ
の
他
に
も
「
施
設
・
設
備

の
老
朽
化
」「
ス
ペ
ー
ス
の
不

足
」「
建
物
や
窓
口
の
場
所
の
分

か
り
に
く
さ
」「
バ
リ
ア
フ
リ
ー

や
誰
も
が
使
い
や
す
い
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
へ
の
対

応
」「
駐
車
場
・
駐
輪
場
の
利
便

性
不
足
」「
災
害
対
応
・
安
全
面

の
機
能
不
足
」「
ま
ち
づ
く
り
の

拠
点
と
し
て
の
機
能
不
足
」
な

ど
、
今
の
庁
舎
は
多
く
の
課
題

を
抱
え
て
い
ま
す
。

富田林市庁舎整備基本計画を
策定しました

富田林市庁舎整備基本計画を
策定しました

問い合わせ

総務課（内線341）

庁舎整備の概要

・庁舎整備の方法は北館・南館を含めた全面

建て替えとします

・庁舎の規模は約１万５５００平方㍍と設定しま

す

・庁舎整備の場所は現在地と設定します

・工事費９３.９億円、その他関連費１１.４億円



１３

庁
舎
整
備
の
方
法
お
よ
び
   

基
本
理
念

　
現
在
の
庁
舎
が
抱
え
る
課
題

解
決
を
図
り
、
経
済
性
や
耐
震

性
能
を
踏
ま
え
て
検
討
し
た
結

果
、
庁
舎
整
備
の
方
法
は
北

館
・
南
館
を
含
め
た
全
面
建
て

替
え
が
最
も
効
果
的
な
方
法
と

な
り
ま
し
た
。

　
新
庁
舎
は
、
次
世
代
の
た
め

に
、
富
田
林
市
の
魅
力
を
 活
 か
い

し
な
が
ら
、
ま
ち
に
に
ぎ
わ
い

と
勢
い
を
取
り
戻
し
、
あ
ら
ゆ

る
世
代
の
市
民
が
、
こ
の
地
に

愛
着
と
誇
り
を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
る
ま
ち
づ
く
り
の
拠
点
と

な
る
こ
と
を
め
ざ
し
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
庁
舎
整
備
の
基
本

理
念
は
「
人
・
自
然
・
歴
史
・

文
化
を
次
世
代
に
つ
な
ぐ
富
田

林
の
創
生
拠
点
」
と
定
め
、
こ

の
基
本
理
念
を
実
現
す
る
た
め

に
、
５
つ
の
基
本
方
針
を
設
定

し
ま
し
た
（
上
記
参
照
）。

今
後
に
向
け
て

　
今
後
は
、
令
和
３
年
度
よ
り

基
本
設
計
・
実
施
設
計
を
行
っ

た
後
、
令
和
５
年
度
に
建
設
工

事業スケジュール

事
に
着
手
、
令
和
　
年
度
に
庁

１０

舎
建
物
全
体
の
供
用
開
始
を
想

定
し
て
い
ま
す
（
左
図
参
照
）。

　
新
庁
舎
の
整
備
に
お
い
て

は
、
基
本
理
念
・
基
本
方
針
を

も
と
に
今
後
の
社
会
情
勢
の
変

化
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
も
対
応
し
た

庁
舎
と
す
る
と
と
も
に
、
本
市

に
有
利
な
事
業
債
の
活
用
や
、

借
地
の
返
還
、
北
館
に
あ
る
部

署
を
事
前
に
南
館
や
他
の
公
共

施
設
に
移
す
な
ど
、
安
全
面
の

早
期
確
保
と
将
来
的
な
コ
ス
ト

を
含
め
た
経
費
削
減
を
図
る
よ

う
検
討
を
進
め
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
金
剛
地
区
に
お
け

る
庁
舎
機
能
の
必
要
性
も
勘
案

す
る
中
で
、
本
計
画
で
示
し
た

庁
舎
の
各
機
能
や
空
間
の
細
部

の
あ
り
方
、
具
体
的
な
施
設
計

画
、
さ
ら
に
は
必
要
規
模
に
つ

い
て
も
、
引
き
続
き
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

　
な
お
、
事
業
を
進
め
る
に
あ

た
っ
て
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

や
広
報
誌
な
ど
で
進
捗
状
況
な

ど
を
情
報
発
信
す
る
と
と
も

に
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
、

要
望
を
伺
い
な
が
ら
進
め
て
い

き
ま
す
。

情報コーナーや市民協働

スペースなどを設置し、

市の魅力を発信するとと

もに、市民同士の交流な

ど、まちづくりの核とし

ての庁舎づくり

耐震性能の確保や、防災

拠点として災害時に迅速

かつ的確な対応ができる

庁舎づくり

分かりやすい窓口の配

置や、誰もが利用しや

すいトイレなど全ての

人にやさしい庁舎づく

り

再生可能エネルギーの

活用や、ＬＥＤ照明の

採用など省エネルギー

技術の導入

社会情勢の変化に伴

い、柔軟に対応できる

コンパクトな庁舎づく

り

人・自然・歴史・文化を次世代につなぐ富田林の創生拠点

虚わがまち富田林・まちづくりの

核となる

鋸自然環境に配慮する

距すべての人にやさしい

許地域と市民を守る

基本方針

漁将来の変化に柔軟に対応できる

基本
理念


